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開催日時 2025年 3 月 14 日（金） 11:00～12:00 
開催場所 東京都新宿区西新宿8丁目17-1 住友不動産新宿グランドタワ-5F 会議室 

                  および、オンライン出席を併用 

議案書 



議 題 

1) 役員新任、再任の件 【普通決議事項：第 1号議案】 p.2

2) 2024年度 事業報告及び決算の承認の件 【普通決議事項：第 2号議案】 p.3

（含：2024年度監査報告）

添付資料 

2a) 2024年度事業報告  p.3

2b) 2024年度決算書    p.7

2c) 決算報告書(貸借対照表)   p.8

2d) 決算報告書(正味財産計算書)   p.9

2e) 決算報告書(附属明細書)  p.11

2f) 監査報告書  p.12

附) SIC財産目録 p.13

3) SIC第 3次中期計画策定の件   【普通決議事項：第３号議案】 p.14 

添付資料 

3a) 第 3次 SIC中期計画案 p.14

4) 2025年度事業計画及び予算の報告の件 【報告事項】 p.18

添付資料

4a) 2025年度事業計画 p.18

4b) 2025年度予算書 p.20

5) SIC戦略提言発出活動の件   【報告事項】  p.21

（附） システムイノベーションセンター 2025年度現況 p.25

a1) 会員の状況    p.25 

a2) 正会員     p.25 

a3) 学術協議会      p.26 

a4) 実行委員会   p.28 
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【第１号議案】：役員新任、再任の件 

 定款２２条、および、２５条に基づき、下記役員（理事・監事）の新任、再任の承認を求め

る。なお、任期は、2025年度よりの２年間とする。 

 
 一般社団法人システムイノベーションセンター  2025年度役員（理事・監事）候補 
         2025/3/14 2024年度総会提出 
 選任区分 氏名 所属 役職等 

1 再 
代表理
事・セン
ター長 

浦川 伸一 損害保険ジャパン株式会
社 顧問 

2 再 
業務執行
理事・実
行委員長 

松本  隆明 元 独立行政法 人情報処
理推進機構 元 顧問 

3 新  
理事・学
術協議会
主査 

藤田 政之 金沢工業大学 

東京工業大学 
教授 

名誉教授 

4 再  理事 青山 和浩 東京大学大学院  工学系研究科・人工物工学研
究センター 教授 

5 再  理事 遠藤 薫 学習院大学 名誉教授 

6 再  理事 岡本 浩 東京電力パワーグリッド
株式会社 取締役・副社長執行役員 

7 新  理事 鹿子木 宏明  横河電機株式会社 
執行役 デジタルソリューショ
ン統括本部デジタル戦略本部
長  

8 新  理事 木谷 昭博 マツダ株式会社 常務執行役員兼CIO、業務イノ
ベーション担当 

9 再  理事 久間  和生 
国立研究開発法人 農業・
食品産業技術総合研究機
構 

理事長 

10 再  理事 齊藤 裕 独立行政法人情報処理推
進機構(IPA)  

理事長 兼 デジタルアーキテク
チャ・デザインセンター長 

11 再  理事 島田 太郎  株式会 社東芝 代表取締役 社長執行役員 
CEO 

12 新  理事 高林 幹夫 三菱電機株式会社 執行役員 先端技術総合研究所 
所長 

13 再  理事 服部 正太 株式会社 構造計画研究所
ホールディングス 取締役 代表執行役 

1 再  監事 舩橋 誠壽 
特定非営利活動法人 横断
型基幹科学技術研究団体
連合 

（元）理事 

２ 新 監事 新谷 勝利 早稲田大学 招聘研究員 

（再：再任、新：新任）  
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【第２号議案】：2024年度事業報告、および、同決算書の承認の件  

定款第４０条にもとづき、2024年度の事業報告に関わる事項、および、決算の報告に対

し、2024年度監査報告にもとづき、承認を求める。 

添付資料： 

2a) 2024年度活動報告 

2b) 2024年度 決 算 書  
2c) 決算報告書(貸借対照表) 
2d) 決算報告書(正味財産計算書) 
2e) 決算報告書(附属明細書) 
2f) 2024年度監査報告書 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

2a) 2024年度活動報告 
 

2024年度SIC活動報告 

 
1. 活動の概況 

実行委員会、分科会活動、人材育成協議会、戦略提言サブグループ等のほとんどの活動は

引き続きオンラインを中心とした形式で実施したが、ケーススタディ講座や戦略提言シンポ

ジウム企画WG等一部の活動については対面での開催を行った。 

2024年度の定時社員総会は、3月5日に開催され、本年度の活動計画、予算、役員の陣容等

が承認され、本年度の活動を本格化した。また、役員の交代の承認を頂くため、4月に臨時の

社員総会を開催した。 

理事会は、定時社員総会の当日に第1回理事会を開催したほか、２回の臨時理事会を開催

し、上記の役員交代の件と、9月にウラノス・エコシステム推進センターへの賛助会員として

の入会の件とを諮り、いずれも承認された。 

本年度は、昨年度に引き続き、第2期中長期計画の柱である人を要素として含む多様なシス

テムへのシフトに柔軟に対応していくための施策をシステムオブシステム分科会で集中的に

検討するとともに、もう一つの大きな柱である我が国が抱える様々な社会課題を優れたシス

テムの構築によって解決するための戦略提言活動に重点的に取り組んだ。 

戦略提言活動については、主な対象として以下の6つの分野ごとに戦略提言サブワーキング

グループを構成し、個別の提言策定を行った。これまでに、ヘルスケア、エネルギー、科学

技術の3つの分野に関する提言をまとめ、SICのホームページにおいて順次公開するととも

に、残りの分野についても提言のまとめを鋭意作成中である。 

(1) ヘルスケア 

(2) ロジスティクス 

(3) 金融 

(4) エネルギー 

(5) 防災・レジリエンス 

(6) 科学技術 

SIC分科会活動については、「流通とシステム化分科会」では国内における分科会参加企業

における流通分野事業の現状と課題、海外における標準化やデータ連携基盤の動向について

調査を行い、その結果に基づいた活動報告書を作成中である。また、「システムオブシステ

ム分科会」では、分科会主査の強いリーダーシップのもと人を要素として取り込んだシステ

ムのモデル化や将来像について議論を深め、今年度末を目途に報告書をまとめている。 

SIC人材育成協議会では、一昨年度に引き続き第2回の「現代システム科学連続講座」を開
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催するとともに、ケーススタディ研修や特別講義を実施した。 

また、学術会員によって構成される学術協議会の総会を開催し、SoSシステム、SIC戦略提

言活動、ウラノス・エコシステム推進センター活動などについての話題提供があり、総合的

な質疑応答を行い学術会員からコメントを頂いた。 

SIC会員へのシステム化に関する啓蒙を図る「SICフォーラム」を、今年度は8回開催した。 

 

2. 実行委員会の活動 

昨年度に引き続き以下の日程で毎月1回、計12回の委員会をオンラインで開催した。各回と

も20人近い委員の方々に参加いただき活発な議論を行った。 

 1月24日、2月20日、3月19日、4月23日、5月21日、6月18日、7月23日、 

8月27日、9月25日、10月22日、11月19日、12月17日 

実行委員会では、分科会や戦略提言等の活動状況について委員間で状況を共有し、今後の

進め方等について議論を行うとともに、SICフォーラム、研修講座、戦略提言シンポジウム等

のイベントの企画と進め方についても継続的に議論を行った。また、今年度設立されたウラ

ノス・エコシステム推進センターとの連携の進め方、SNSを通じた広報活動の推進方法等につ

いても議論を行った。中期と期末にはSIC事務局から予算の執行状況と執行予定を報告すると

ともに、円滑な予算執行に向けて委員間で議論を行った。 

 

3. 分科会の活動 

「流通とシステム化分科会」では、分科会参加企業における流通分野事業の現状と課題、

海外におけるユニットロード化やコード体系等の標準化の動向やGAIA-XやCPFR等欧米を中心

に急速に広がりつつあるデータ連携基盤の動向について調査を行い、その結果に基づいた活

動報告書を作成中である。 

「システムオブシステムズ分科会」は前述のとおり、人を要素として取り込んだ多階層の

システムのモデル化や将来像を題材に、SoSの考え方について議論を深め、今年度末を目途に

報告書をまとめている。 

 

4. 人材育成協議会の活動 

人材育成協議会主催のもと、以下の活動を実施した。 

(1)ケーススタディ研修講座 

「SKYACTIV TECHNOLOGYによるクルマづくりのブレークスルーに学ぶ」と題して、11月

22日・23日に開催。 

【受講者数】13名 

(2)学術協議会特別講義 

・第７回（4月23日） 稲見昌彦 氏（東京大学） 

【タイトル】自在化身体: 身体性のシステム的理解とその応用 

【受講者数】 26名 

・第８回（12月10日） 麻生英樹氏 氏（産総研） 

【タイトル】生成AIとシステム構築 

【受講者数】 58名 

(3) 第2回「現代システム科学講座」連続講義 全第６回 

  【受講者数】41名 

①システム科学概論 4月26日・27日 

【講師】木村英範、舩橋誠壽、椿 広計 氏 

②モデリング 5月17日・18日 

【講師】木村英範、奥 宏史 氏 

③最適化 6月28日・29日 

【講師】木村英範、舩橋誠壽、、滑川 徹 氏 

④学習・AI 7月26日・27日 

【講師】木村英範、麻生英樹 氏 
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⑤状態推定と予測 9月27日・28日 

【講師】木村英範、片山 徹 氏 

⑥制御 10月25日・26日 

【講師】木村英範、滑川 徹 氏 

 

5. 学術協議会総会の開催 

 学術会員によって構成される学術協議会の総会を、6月5日に開催し、12名の学術会員と

センター長ほか5名のオブザーバーが参加した。海外のSoSシステムの動向とCPHS(Cyber 

Physical Human Systems)についてのSoS分科会活動の報告、大学改革に関するSIC戦略提言

と、データ連携の取組であるウラノス・エコシステム推進センターについての協議会の立場

からの位置づけについて話題提供があり、総合的な質疑応答を行った。学術会員から、これ

らのSICの活動への強い共感の意見とコメントを頂いた。 

 

6. 戦略委員会の活動 

SICの総合的、長期的な活動の指針ならびに中長期的な将来構想を策定するための「戦略委

員会」傘下で昨年度より実施している戦略提言活動は、前述のとおり6つのサブワーキンググ

ループにて政策提言をまとめている。本戦略提言活動については、「議案５」において、別

途、説明する。 

 

7. SICフォーラム 

以下の８回の開催をおこなった。 

・第1回（2月9日） 松崎 健一氏（株式会社理研数理） 

【タイトル】産業界でのHPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）活用促進に向け

た取り組み ～「富岳」とAWSを例に～  

【参加者数】31名 

 ・第2回（4月9日） 遠藤 薫 氏（学習院大学 名誉教授） 

  【タイトル】「私たちは「人新世」を生きのびられるのか？  ～DX時代の倫理と可能性

～」 

  【参加者数】50名 

 ・第3回（5月28日） 岡田俊輔 氏（株式会社東芝） 

  【タイトル】「量子技術の産業化に向けて（現状と今後の道筋）」 

  【参加者数】120名 

 ・第４回（6月25日） 中島一雄 氏（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会） 

  【タイトル】「欧州＆グローバル産業データ連携基盤の動向 ～日本産業界への示唆～」 

  【参加者数】126名 

 ・第５回（7月19日） 橋田 浩一 氏（理化学研究所） 

  【タイトル】「分散PDSとパーソナルAI」 

  【参加者数】50名 

 ・第6回（8月27日） 篠部武嗣 氏（日本貨物鉄道株式会社） 

  【タイトル】「貨物鉄道輸送 新時代への挑戦・進化」 

  【参加者数】45名 

 ・第７回（9月24日） 島津めぐみ 氏（富士通株式会社） 

  【タイトル】「レガシーを脱却しデータ活用を実現する攻めのモダナイゼーション」 

  【参加者数】49名 

 ・第８回（10月30日） 角 有司 氏（宇宙航空研究開発機構） 

  【タイトル】「宇宙開発の持続的発展に向けた取り組み ―大規模システム開発へのロバ

スト設計の導入―」 

  【参加者数】70名 

 

8. 広報活動 

5



2024年度 SIC定時社員総会（2025年3月14日）
 

    
 

 

 

「SICニュースレター」を毎月発行。各号では、SICの活動状況報告とともに、以下に示す

ように有識者の方々に貴重な論説や寄稿を執筆頂いている。 

・57号：寄稿：「生成AIとカイゼンAI ： AIドリブン企業改革への新たな道筋」 竹之内 

隆氏（トレンド・トラップ株式会社 代表取締役） 

・58号：論説：「Society 5.0実現に向けて電力システムを再定義する」 岡本 浩 氏（東

京電力パワーグリッド株式会社） 

・59号：2023年度SIC定時社員総会（2024.3.5）報告 

・60号：論説：「全社最適化を目指すスマート・ファクトリー実現に向けた取り組み」大

泉洋一 氏（株式会社JSOL） 

・61号：寄稿：「デジタル社会を豊かにするエコシステムのあり方について」 尾山 壯

一 氏（独立行政法人情報処理推進機構） 

・62号：寄稿：「日本の物流におけるＪＲ貨物の取り組みと課題」 野村 康郎 氏（日本

貨物鉄道株式会社） 

・63号：論説：「CAEからMBDへ」 津村 信一 氏（マツダ株式会社） 

・64号：技術紹介：「工場施設の防災・減災のための地震対策」 梁川幸盛 氏、古川欽也 

氏（株式会社構造計画研究所） 

・65号：寄稿：「欧州＆グローバル産業データ連携基盤の動向」 中島一雄 氏（ロボット

革命・産業IoTイニシアティブ協議会(RRI)） 

・66号：技術紹介：「激甚化する豪雨災害に備える：システム化で実現する新しい防災」 

瀧川宏樹 氏ほか（株式会社構造計画研究所） 

・67号：寄稿：「みんなで創る次世代スマート工場」 石倉弘貴 氏ほか(東京科学大学) 

論説・寄稿については、2024年度に執筆頂いた原稿をSICニュースレター「論説」集（第５

巻）としてまとめ、関係機関に配布した。 

この他の広報活動として、主に、非会員の一般向けとしてメールマガジン「SIC便り」を今

年度も継続して定期的に発行するとともに、SICの紹介パンフレットを作成して広く配布する

ことで新たな会員獲得に努めた。 

また、SNSを通じた広報活動にも、本年度から力を入れることにし、まず、YouTubeに、

2022年度開催の経営者研修講座における5件の講演の記録画像を掲載し、317件を超す視聴を

得ている。その他、Facebook、XなどにもSIC主催イベントの案内などの掲載を始めている。 

 

9. 会員状況 

2025年3月1日現在の会員状況は以下の通りである。 

(1)正会員 

22社（「附・会員名簿」参照）  

(2)準会員 

3社（インキュベーション会員１、人財育成限定会員２）（同上） 

(3)学術会員  

48名（「附・学術協議会名簿」参照） 

(4)個人会員 

9名 

 

以上 
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2b) 
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2c) 
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2e) 
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2f) 会計監査報告 
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附） 
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【第３号議案：普通決議事項】 SIC第3次中期計画策定の件    

  SICの第3次(2025年度～2027年度)の中期計画について、策定の承認を求める。 
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【議題４：報告事項】 2025年度 事業計画及び予算の報告の件 

2025年度の事業計画及び予算について報告する。 

添付資料 

4a) 2025年度事業計画  

4b) 2025年度予算書   

 

------------------------------------------------------------------- 

4a) 2025年度事業計画 

 

SIC ２０２５年の主要な活動計画 
                        

SIC設立後６年を経て、SICの活動における3本の柱、 

 ① 企業におけるシステム化の課題解決に向けた支援 

 ② 優れた社会システムの実装に向けた推進支援 

 ③ 人材育成 

を軸とした活動は、我が国のシステム化の推進に一定の成果を挙げてきてい

る。特に、人財育成と優れた社会システムの実装のための、フォーラム開催、ニ

ュースレターの発刊、人財育成のための各種講習会の開催などの活動では、SIC

の資産と呼べる多大な成果物と知見の蓄積を持つに至っている。 

第3次中期計画（議案書３参照）の初年となる2025年度は、これらをベース

に、製造業をはじめとする社会全域において、新しい価値を創造し、機能を高め

るシステムを作り出すため、さまざまな領域におけるシステム化推進の民間主導

の活動母体として、産業界、学界、行政と連携して、国際的な競争力向上に寄与

する活動を継続する。 

第3次中期計画では、特に「良いシステムの構築」を呼びかけ、次の目標を掲

げている。 

(1)システムの「質」を重視して、システム化は何のためかを問い、「卓越シス

テム」を再定義して、人を中心とした社会の豊かさを拡張する「システム

4.0」を、各分野に普及・推進する。 

(2)データ共有による豊かさの協創を図り、それを通して「システム産業」の創

出と活性化を促す。 

(3)システムのモダナイゼーション推進を通して、「良いシステム」を日本中に

行きわたらせる。 

これらの目標の実現に向けて、一層の努力を集中的に行っていきたい。さら

に、新たな社会ニーズに応える分科会の設立等による、これまでに構築してきた

現代システム論の体系化を図り、SICの体制の強化をめざす。 

特に、2025年度の活動計画として、以下の2点を中心とすると同時に、現在以

上にSIC の存在感を増すような外部発信を強化していきたい。 

• この3 年間、SIC 会員企業の構成員が中心となってまとめてきた「SIC 戦略

提言」を、実社会にて着地させる活動に注力。 

• 構想が具体化してきている「ウラノス・エコシステム」の推進への関与を始

めとして、SIC の活動の奥行きを広げ、その目標の社会実現を具体的に図っ
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ていく。 

 その上で、以下の計画を具体化していく（①、②、③ は、上記の「SIC３本の

柱」のどれに関連する活動かを示す）。 

〇戦略提言６セクター（ロジステイック、金融、科学技術、防災・レジリエン

ス、エネルギー、ヘルスケア）ごとの関係機関への発信と、提言の実効性

の検証と強化（①、②） 

〇上記の政策提言を軸とする総合シンポジウム「日本をシステムから考える

(仮)」の開催（②） 

〇経営者研修講座、システム人交流会の開催（②、③） 

〇システム科学講習会（トピックごとに全６回）の開催（③） 

〇会員の関心の高い領域についてのフォーラムの開催（6～8 回程度）（②、

③） 

〇総合調査（調査会社に依頼）の実施（①、②） 

〇ウラノス・エコシステム構築の推進支援（①） 

〇量子技術、AI等の先進科学技術システムの利用に関する新たな分科会の立ち

上げ（①、②） 

 

以上 
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【議題５：報告事項】 SIC戦略提言発出活動の件 
2024 年度の SIC の主要な活動となる「SIC 戦略提言」の発出活動について報告する。 

-------------------------------------------------------- 
 

2023年度～2024年度「SIC戦略提言活動」報告（サブワーキンググループの活動） 
URL:  https://sysic.org/center_activity/3837.html 

 

１．SWGの種類とリーダ。参加メンバー会員企業 

NO SWG 名称 公開状況 リーダ＆会員企業 
１ ヘルスケア SWG Web 公開-Ⅰ リーダ 山本義春（東京大学）、 

高橋透（ニューチャーネットワークス） 
メンバー企業  
SOMPO システムズ、三井住友信託銀行、マツダ、
ＳＣＳＫ、富士通、ニューチャーネットワークス 

２ 科学技術 SWG Web 公開-Ⅱ 
 

木村, 出口 
 

３ エネルギーSWG Web 公開-Ⅲ リーダ 舩橋、高木、古屋（日立製作所） 
メンバー企業 東京ガス、三菱電機、横河電機、 
日立産業制御ソリューションズ、日立製作所、東京電力
PG   

４ ロジスティックス 
SWG 

Web 公開-IV リーダ 藤野直明（野村総研）、 
サブリーダ：西成活裕（東京大学）、 

河合亜矢子（学習院大学） 
メンバー企業  
テクノバ、東芝デジタルソリューションズ、 
ロジスティード(旧日立物流)、三菱重工業 

５ 金融 SWG Web 公開-V  リーダ 藤井（SOMPO システムズ）、 
寺野（千葉商科大学） 

メンバー企業 三井住友銀行、N TTT コムウエア 
SOMPO システムズ、、クエスト、NTT ドコモ 

６ 防災・レジリエン
ス SWG 

提言内容 

最終校正中 
リーダ 赤津雅治（日立システムズ）、 

宮前義彦（富士通） 
メンバー企業 東芝デジタルソリューションズ、構
造計画研究所、マツダ、日立製作所 日立国際電気 

 

 

２．活動記録と活動内容説明 

 上記の各サブワーキンググループの2023年度~2024年度の活動にて検討した内容は以下であ
る。 

 
〇ヘルスケア 
リーダ 山本義春（東京大学）、高橋透（ニューチャーネットワークス） 
メンバー企業 SOMPOシステムズ、三井住友信託銀行、マツダ、ＳＣＳＫ、 

富士通、ニューチャーネットワークス 

「高齢者の自動車運転にかかる社会システム構想」の提言をまとめた。 

提言１：デジタル技術を活用した運転能力の把握と安全を適切にサポートするシステム、お
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よび、それらを車載したデジタルサポートカーの開発導入を促進すべきである。  

提言２：資金的支援を含めた”デジタルサポートカー認定制度”の充実と、その制度を理解

し体験できる普及啓発活動の場づくりを進める。  

提言３：健康状態を測定・解析しつつ運転能力の維持・向上にも資するデジタル技術（ドラ

イビングシミュレーター技術等）の研究開発を進める。  

提言４：日常の健康データと、運転能力の関連性を解析し、運転寿命延伸に効果的な運動・

生活習慣の特定とその普及啓発活動の推進をはかる。 

 

〇科学技術 

メンバー 木村、出口 

提言１：『現場』を重視する科学技術政策を促進すべきである。 
そして、これまでの科学技術政策の盲点を補い、産業界からの問題提起に応えるため

に、下記の新しいプロジェクトを提案する。  
提言２：「研究室連携による卓越システム構築プロジェクト」を創始する。このプロジェクトの特

徴は以下のとおりである。  
◎ 研究者個人ではなく研究室が研究の主体となる。日本独特の研究室制度が持つプラスの面を

強調し、それをチームワークの「かなめ」として生かす。  
◎ 大学院生を学生の身分のまま正規の研究員として企業は受け入れ、プロジェクトに関する義

務と責任を課す。それに見合う給与を支払う。  
◎高度なシステムの構築には、先端的な要素研究と総合的なシステム研究の両者のマッチング

が必要であり、研究と実用化が隣り合わせである。 企業は、産業界の実態に適合するシステ

ムが構築されるように、研究現場、参加学生に助言を与える。 
 
〇エネルギー 
リーダ 舩橋、高木、古屋（日立製作所） 
メンバー企業 東京ガス、三菱電機、横河電機、日立産業制御ソリューションズ、 

日立製作所、東京電力PG   
提言１：セクター融合エネルギーマネジメントの構築。  

時間的に変動幅の大きい再エネを大量に導入可能とするために，発電の調整に加えて，需給
バランスを調整する運用に転換して行く。これを，モビリティ，熱供給などのそれぞれのセ
クターが形成する物理ネットワークと電力ネットワークとで融合させ、そのシステム構築を
通して，セクター連携の範囲を量的・質的に高める。 

 提言２：デジタル・電力・水素・物流網の統合的形成のための情報連携システムの構築。 
   エネルギーに関わる生産・流通・消費の構想に関する情報について、全国視点からの取組と

地域視点から，相互に参照可能な情報連携を実現するシステムを構築する。 
これによって、全国計画立案の多面性，正確性 を高めると同時に、地域間での技術移転の促
進，新規事業者の育成につなげる。  

提言３：CNコンビナート構築広域連携拠点の設置各地で進展する。  
CNコンビナート計画立案・構築にかかわる広域連携拠点を設け，各地の知識の相互流通・蓄
積を図ると同時に，CNコンビナートが水素・回収CO2 の最大利用者であることを背景に全
国的な水素・CO2 の流通の在り方を 検討する。 
 

〇ロジスティックス 
リーダ 藤野直明（野村総研）、サブリーダ：西成活裕（東京大学）、 

河合亜矢子（学習院大学） 
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メンバー企業 テクノバ、東芝デジタルソリューションズ、 
ロジスティード(旧日立物流)、三菱重工業 

提言：以下のシステム構築・整備を図る。 
① 荷主の物流統括役員（CLO）の設置と業界横断でのイノベーション推進組織の整備 
② 俯瞰的な視座からのオペレーション変革のビジョンの構築  
③「荷姿」や「企業間業務プロセス」と「企業間 IT プロトコル」の標準化による、基幹業務ソフ
トSaaS産業、マテハン産業等のスケール化と適正価格での提供  

④ 新技術の活用（自動運転や連結トラック、マテリアルハンドリングロボットなど）  
⑤ 首都圏環状型の大型物流空間の整備による輻輳物流の削減等の施策の推進  
⑥ 国際標準の企業間データ交換（EDI等）の仕組みの導入  
⑦ トレーサビリティのための「次世代型データ連携基盤」への取組の拡充  
これらの実現によって、近未来の物流産業の構造は、以下３つの構造変が期待できる。 

①階層化された産業エコシステムの台頭、 
②「システムのインテグレータとしてのサードパーティロジスティクス（3PL）事業者」の台
頭、 

③流通＋物流産業として拡大物流産業の台頭（＝運ばない物流産業）。 
 
〇金融 
リーダ 藤井（SOMPOシステムズ）、寺野（千葉商科大学） 
メンバー企業 三井住友銀行、SOMPOシステムズ、NTTコムウエア、クエスト、 

NTTドコモ 
〇現在のマイナンバー制度の金融システムへの利用範囲について、以下の観点で検討し、デジタ
ルエコシステムとしてのシステム構築の提案をしたい。 
•マイナンバー制度の個人データ自動連携導入範囲の拡大による利点 
納税関連手続き、住宅ローン情報、保険料控除情報、株式譲渡益・配当情報、住民票登録

等、免許証・パスポート発行、etc. 
•金融面での利用範囲拡大の観点 
銀行預金等での利用、生命保険等での利用など、金融サービスのＩＤ一元化による、顧客情

報管理の効率化、サービス提案の質の向上、etc. 
ただし、これらが、生活を豊かにするために金融面での利用拡大となっているのかという観

点が検討には必要。 
•これらを実現するために必要なセキュリティ対策 
・分散PDSをベースとした情報共有 
・マイナンバー管理の情報セキュリティ対策 
・マイナンバー制度の国民の理解向上 

 
〇防災・レジリエンス 
リーダ 赤津雅治（日立システムズ）、宮前義彦（富士通） 
メンバー企業 東芝デジタルソリューションズ、構造計画研究所、マツダ、 

日立製作所 
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・各企業の防災に向けたシステム・データの疎結合による連携・統合 
・シミュレーションによる災害状況予測の高度化 
・災害時の情報の欠落のなかでの状態の推定と、その下での的確な回復作業の実行を支援するシ
ステムの構築(「状態の推定」と「的確な回復作業の実行」をシステム的にPDCAサイクルで
行うことが必要) 

その他の検討課題： 
・大規模災害による物流クライシスへのシステム的な対応 
・事前防災への取り組み 
・ITとエンジニアリングを融合しての「災害対策・保全支援」をビジネステーマとして確立する 
〇防災・対災に対応したIT技術の提供（インフラ監視、洪水予測、緊急時のアラートや連絡シス
テム等） 

〇映像技術・無線技術をコアとしたIT/IoTによる防災・減災ソリューションの開発・提供 
〇生成系AIを、災害やレジリエンスの境界を機械的に定めるために活用するシステムの構築 
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（附） システムイノベーションセンター 現況  （2025年3月現在） 
 

a1) 会員の状況 
２０２５年３月１日の会員の状況は下記の通り。 

正会員 ２３社 準会員 ３社  個人会員 ９名 学術会員 ４８名 

 

a2) 正会員 

NO SIC会員企業名 備 考 

1 ＳＣＳＫ株式会社  

2 NTTコムウエア株式会社  

3 株式会社ＮＴＴドコモ  

4 株式会社クエスト  

5 株式会社構造計画研究所  

6 株式会社国際電気  

7 株式会社ＪＳＯＬ  

8 損害保険ジャパン株式会社  

9 株式会社テクノバ  

10 株式会社東芝  

11 東京電力パワーグリッド株式会社  

12 日鉄ソリューションズ株式会社  

13 日本郵船グループ株式会社ＭＴＩ  

14 株式会社ニューチャーネットワークス  

15 株式会社野村総合研究所  

16 株式会社日立産業制御ソリューションズ  

17 株式会社日立システムズ  

18 株式会社日立製作所 研究開発グループ 

社会システムイノベーションセンタ 

 

19 富士通株式会社  

20 マツダ株式会社  

21 三菱電機株式会社  

22 横河電機株式会社  

23 ロジスティード株式会社  

   

   

1 電脳バンク株式会社 
インキュベーショ

ン会員 

2 東京ガス株式会社 人財育成限定会員 

3 三菱重工業株式会社デジタルイノベーション本部 人財育成限定会員 

 
  

準会員 

25



2024年度 SIC定時社員総会（2025年3月14日）
 

    
 

 

 

a3) 学術協議会 
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a5)  実行委員会委員名簿（2025 年度） 

 

NO 委員区分 所属 氏名 会員種別 

1 実行委員長 元（独）情報処理推進機構 松本 隆明 SIC理事  

2 実行委員 株式会社構造計画研究所 中野 一夫 正会員 

3 実行委員 ＳＯＭＰＯシステムズ株式会社 藤井 紳也 正会員 

4 実行委員 株式会社野村総合研究所 藤野 直明 正会員 

5 実行委員 マツダ株式会社 川西  博実 正会員 

6 実行委員 三菱電機株式会社 平岡 精一 正会員 

7 実行委員(正) 株式会社東芝 田島 正憲 正会員 

8 実行委員(副) 株式会社東芝 小平 直朗 正会員 

9 実行委員 横河電機株式会社 牧野 泰丈 正会員 

10 実行委員(正) 日立製作所研究開発グループ  谷  繁幸 正会員 

11 実行委員(副) 日立製作所研究開発グループ  高橋 由泰 正会員 

12 実行委員 東京大学 青山 和浩 学術会員 

13 実行委員 千葉商科大学 寺野 隆雄 学術会員 

14 実行委員 東芝デジタルソリューションズ株式会社 大道 茂夫 個人会員 

15 実行委員 三菱重工業株式会社 吉井  宗太 準会員 

16 実行委員 電脳バンク株式会社 浦田 敏 準会員 

17 実行委員 (公社)日本工学会 高木 真人 個人会員 

18 実行委員 RRI アドバイザー 水上 潔 個人会員 

19 実行委員 SIC 事務局長 出口光一郎 事務局員 

 事務局 SIC事務局次長 久保 忠伴 事務局員 

 オブザーバ 東京電力パワーグリッド 熊野 広之 正会員 

 オブザーバ 東京電力パワーグリッド 田中 勧 正会員 
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